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A，B，Cを頂点とする三角形の紙があり，BC = 4cmです。辺 BCの 4 等

分点のうち B に一番近い点を P とします。図のように，この紙を頂点 A

が Pに重なるように折ります。次の問いに答えなさい。 

（1）折り目の線が辺 BCに平行になりました。紙が重なった部分ででき

る図形の面積は△ABCの面積の何倍になりますか。 

（2）△ABC が AB = ACの二等辺三角形のとき，紙を折ったら辺 ACと 

BCが重なりました。紙が重なった部分でできる図形の面積を求めなさい。 

（3）△ABCが正三角形のとき，折って紙が重なった部分でできる図形の面積を求めなさい。 

 （筑波大附駒場高） 

 

 

       

（1）右の図のように，折り目の線分を DEとする。 

平行線の錯角・同位角および折り返した角は等しいことにより， 

∠ADE =∠PDE =∠DPB =∠DBP 

よって，△DBPは二等辺三角形となり，AD = DP = DBが成り立つ。 

一方，△ADE≡△PDE，△ADE∽△ABCより， 

△PDE：△ABC = △ADE：△ABC 

 = AD2：AB2（塾技 62  ） → 12：22 = 1：4 
 

（2）右の図のように，Aから BCに垂線 AHを下ろす。 

   

△ABHに三平方の定理を用いて，  

ここで，「塾技 61  」より，△DBP：△DPC = BP：PC = 1：3 

△DPC≡△DACより，△DPC =  △ABCとわかる。以上より， 

 

 

（3）右の図のように，折り目の線分を DE，Dから AEに垂線 AHを下ろす。 

PD = AD = x，PE = AE = yとおくと，DB = 4－x，EC = 4－y， 

      とそれぞれ表すことができる。 

△PDE≡△ADE より，  

ここで，「塾技 55（1）」より，△DBP∽△PCEとなるので， 
 

DB：PC = BP：CE 

(4－x)：3 = 1：(4－y) 

(4－x)(4－y) = 3 

16－4x－4y + xy = 3 

xy = 4x + 4y－13 …② 
 

②，③より，4x + 4y－13 = 4y－3x 

  7x = 13  よって，  

①に，x，yの値をそれぞれ代入して， 

 

塾技55 折り返し 難 
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